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しかしある響きが空気を震わせる，
長き時代の怒りが
消され，かつての
争いから救いが
もたらされ，意識が意志者に芽生え，遂には
万象が美しきものになるという喜びの声に似て。
§1はじめに
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1914年7月第一次大戦が勃発し，数年にわたるヨーロッパの悲劇が始まった。74歳の
ハーデイは「恐怖に身もすくみ，人類がすべての希望と正常を遂に拒否したのだと考え，
開戦1箇月の内に10歳も年を取ったように見えた」と言われる')。そして8月4日の英国
参戦後一月余り経った9月10日付のEdmundGosse宛書簡でハーデイ自身も，開戦以来
何もする気になれなくなった無力感を訴えている2)。更に翌15年9月2日の書簡で彼は人
間の善への信仰がひどく揺らいてしまったことをFlorenceHennikerに書<3)。本小論冒
頭に掲げたT"D)ﾉ"as応終幕における憐燗の精の大合唱は，無感無識の意志者が遂に覚醒
し，人類の争闘の歴史に終止符が打たれ，すべてが美わしきものとなることの可能性をほ
のめかす。ハーデイカ罫これを書いたのが1907年，そしてその7年後に全ヨーロッパを渦中
に巻き込む大戦争が起こったのであった。ハーデイの2度目の夫人Florence著の「ハー
デイ伝｣，実際はハーデイ自身の手になる彼の自伝TWZ,"QrZZo""zsHIz"かには，こ
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のとき大戦によって彼の人間漸次向上の信仰は打ち砕かれ，かかる戦争を予見していたな
ら,TWeDjﾉ"asksをあのような終り方にはしなかったであろうと書かれている4)。これら伝
記的諸事実や彼の数多くの書簡から，大戦によるハーデイの受けた衝撃がどんなに大きな
ものであったかが，うかがわれるのである。
近年RobertGittingsの2巻本ハー デイ伝や同じ<MichaelMillgateの大部のハー
デイ伝が刊行され，ハーデイの長い生涯により明快な理解の光を当てようという努力力ざな
されてきた。更に1978年から全7巻を予定するハーデイ書簡集が次々と刊行されていて，
昨年1985年にその最も新しいものが上梓されたが,この第5巻は1914年から1919年の6
年間をカバーする。この新刊の一巻に区切られた期間は，意識的にか偶然にか，第一次大
戦の開戦から休戦，ベルサイユ条約の締結に至る期間とぴったり重なる。書簡がその筆者
の意識，感慨，思想の露頭を最も明確に示すものであることは論をまたないが，当然，大
戦の期間をカバーする第5巻は，ハーデイの大戦への反応，感想，意見を知るためには究
寛の材料を提供してくれるものである。本小論は,T"eDy"“たにおいて戦争の悲惨を描
き，平和への祈願を歌い上げたハーディカざ，自ら経験したヨーロッパ未曽有の悲劇をどの
ように受け止めたのかを，明らかにしようとするものであるが,論を進める方法としては，
先ず書簡集第5巻から得られる材料をその基本的骨格とし，主として最近刊行の伝記類で
それに肉付けをし，更に大戦当時書かれたハーデイのいわゆる戦争詩を以ってその皮層の
働きをさせようと思料している。そのうちハーデイの戦争詩については先に論じたことが
あり*，それは第一次大戦以外のものも含むより広汎な戦争詩を扱ったが，そこでの所論と
以下多少重複することをあらかじめ断っておきたい。
§2ハーディの愛国精神
1899年から1902年のボーア戦争を経験していたハーデイであった。しかし文明の時代
20世紀に入って十数年，しかも単なる局地戦争でなく全欧をその中に組み込んだ文明国同
士の全面戦争を今，目のあたりにしたハーデイは深く人間性に絶望し，虚脱感，無力感の
中で典型的なアパシーの状態に陥る。だが戦時下の英国はこの第一級の文人を無気力の中
に放置してはおかなかった。9月3日に政府の要請による文人会議が開かれ，英国参戦の
立場の大義名分に関する声明作りがおこなわれるが，ハーデイも求められて前日に上京，
Galsworthy,Wells,Bennettらと共に出席参加する5)｡9月13日付書簡では軍部が新しい
進軍歌をひどく求めていることを書いているが6)，同月5日に書かれ，9日にロンドン･タ
イムズで発表されたqMenWhoMarchAway'は助"gqf"eSb〃〃sという副題が付い
ていて，その後早速作曲化された軍歌であり7)，これはハー デイが開戦時の@apathy'8)から
脱け出して再び文筆活動に入った最も早い作品と考えられる。この中で戦場に向かう兵士
たちが，我らは英国にとって必要であり，祖国の苦悩は我らの耐え難いところと言う。五
＊石川高専紀要第8号（昭和51年3月）所収の拙論「ハーデイの戦争詩｣。
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つのスタンザの内，第4のものは
Inourheartofheartsbelieving
Victorycrownsthejust,
Andthatbraggartsmust
Surelybitethedust,
Presswetothefieldungrieving,
Inourheartofheartsbelieving
Victorycrownsthejust.
我ら心の奥底で，
勝利が正義の頭上に輝き，
ほら吹き共が必ず泥を
なめるを信じて，戦場へ
憂うることなく押し進む。
我ら心の奥底で，信ず
勝利が正義の頭上に輝〈を。
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絶望も無力感もその片影すら見えぬ高揚した精神がここには液っているが，実は第2スタ
ンザでは部隊の行進を見つめる0musingeye'の持主の懐疑と悲し気なため息のことが触
れられている。そしてそれに対して兵士達は，自分らは自らの意志で祖国の為に戦場へ馳
せ参ずるのであることを，力強く繰り返す。ハーディはここで兵士達を鼓舞激励したい気
持に強く駆られているが，同時に兵士達の純粋さによって自分自身が懐疑の中から鼓舞激
励されているのであり，そして何より，戦場に向かう若者達の美しく雄々しい気慨に彼は
深い共感を抱いているのである。
戦争の悲惨を描き，人類の平和を祈念してきたハーデイが，軍歌としては異色のものと
は言え，かかる愛国詩を作ったのはどういうことであろうか。ボーア戦争を機縁とした戦
争詩が11篇，凡e"@sq/"ePzzs＃α"〃乃忽sg"/の中に入れられているが，この南アフリカ
での英国の利権をめく．る帝国主義戦争に対して，彼は愛国的な詩は到底書き得なかった。
一方T乃gD)ﾉ"as応は運命主義的世界観と平和希求的戦争観に，もう一つ愛国的歴史観が加
わったx,y,z3軸の立体的構造をもつ作品であったが，その愛国精神はナポレオンの
欧州制覇の野望に対する英国の抑止努力の承認を前提としていた*｡そして第一次大戦に関
しては，その開戦をハーデイがドイツ軍国主義の挑発によるものと判断したことに，その
愛国的態度の根拠がある。書簡集の中から戦争責任についてのハーデイの考えを示す字句
を拾うと，「ドイツ的力の観念，ドイツ国粋貴族の野卑なる野望｣，「一人の男，ドイツ皇帝
の狂気力ざすべての原因｣，「文明の世紀の時計を逆回ししているようなドイツ式野蛮さが
ヨーロッパの悲劇｣，「過去の歴史はともかく，事実を公正に見れば，今回は英国に責任は
なく，大戦は専らドイツ人が戦いを欲したが故に始まった｣，「全欧支配の目的を徐々に果
＊これについてはK""αzα"αE"g/is"S/"‘たsll号（昭和43年7月）所収の拙論「TWepy"as応におけ
る英国」で扱ったことがある。
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さんとしているドイツ」というような記述が見出される9)。とにかくハーデイは開戦当初よ
り戦争責任は専らドイツにあり，英国はドイツの野望を阻止するための正義の戦いに立っ
たのだという確信をもっていたのであった。
1917年にハー デイは"ACalltoNationalService'という，いかにも勇壮な詩を書いた。
その前半の部分は，
Upandbedoing,allwhohaveahand
Tolift,abacktobend・Itmustnotbe
Intimeslikethesethatvaguelylingerwe
Toairourvauntsandhopes;andleaveourland
Untendedasawildofweedsandsand.
-Say,then,@Icome!'andgo,Owomenandmen
Ofpalace,ploughshare,easel,counter,pen;
Thatscareless,scathless,Englandstillmaystand.
さあ気を入れて立て，挙げうる手をもち，
曲げうる背を有する者よ。かかる時代に
いたずらに手をこまねいて，大言壮語と希望的観測に
うつつを抜かし，祖国を雑草砂漠の
荒れ地の如〈に手をも尽さず，放置していてはならぬ。
－さればわれ参ずと言いて行け，おお宮仕えの
男女よ，鋤や絵筆や商いや文筆に生きる男女よ，
なおも英国が，脅威も危害も受くることなきようにと。
更に後半部分でも，77歳の自らは手も背も思うにまかせぬが，出来ることなら戦争遂行の
為に馳せ参じたいのだと，いかにもひた向きである。そして実際ハーデイは，戦場には行
かずとも，軍需品生産にたずさわらずとも，彼なりに聖戦完遂に協力したのであった。開
戦早々彼はZ"epy"zzstsの愛国的意図に基づく上演計画に，協力を求められる。全篇に液
る平和希求の願望にもかかわらず，この長大な叙事詩劇には勇壮な愛国的場面が随所にあ
る。制作演出者H.G・Barkerはそのような場面を中心とした上演を目論んでいたのであ
り，ハーデイはそれに応えて脚色に従事し，今次大戦向きのプロローグまで新たに付けた
が，これらが収入などは度外視した，とにかく愛国的目的の為のものであったことを書簡
集からうかがうことが出来る'0)。この上演は1914年11月25日が初演で，ロンドンの
KingswayTheatreで72回演じられた'1)。これとは別に1916年ハー デイはr"Dy"asis
のWessexScenesをドーチェスター劇団の為に脚色したが,その公演の利益は戦時赤十字
社に献金された'2)。同年10月16日のGalsworthy宛書簡でハー デイは,11月のドー チェ
スター赤十字公演の為，当地に釘付けになっていること，同夫妻の渡仏しての仏軍病院に
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於ける救援活動の成功を期待していること，自分は老齢で残念ながら体を使うような活動
は出来ないでいることを述べており'3)，彼なりの戦争への協力の意識と戦時下作家のあり
ようがそこにうかがわれる。他にも赤十字セールの為に作品の自筆原稿を献納したり，自
ら｢ささやかながら田舎でやれること」と称して，ドーセット連隊の為の基金作りにU"〃γ
"eG"e""oodrツゼg上演の協力をしたりしている'4)。
1914年12月に書かれ翌年1月4日に新聞で発表された@AnAppealtoAmericaon
BehalfoftheBelgianDestitute'という詩がある。これは標題の示す通り，開戦とともに
ドイツの侵入，躁鯛を受けて困窮していたベルギー国民の救援を，当時未だ参戦していな
いアメリカに訴えたものであるが,アメリカのベルギー救援委員会からの求めで書かれた。
委員会は「ベルギー国民が強く必要としているアメリカからの食料及び資金を，同委員会
が調達するのに計り知れぬ価値をもたらすような作品」をハーデイに求めたのであった'5)。
国内での愛国的戦争協力だけでなく，国際的にもハーデイが大戦にかかわっていたことの
一例である。
開戦時すでに74歳で，作家的名声も確立していたハーデイが,単に時流に遅れまいとし
ての戦争協力をしたのではなかっただろう。先にも見たように彼はドイツ軍国主義の蛮行
への祖国の正義の戦いという認識に確信をもっていた。そしてこのような確信はハーディ
だけのものでなく，当時ヨーロッパの進歩的思想家や文化人に共通のものであった。例え
ば平和論者でインターナショナリストであったアンリ・バルビュスは，ドイツがヨーロッ
パ唯一の軍国主義国であり，ドイツを打倒することが自由とデモクラシー防衛の為に緊要
のことであると信じ，軍隊に志願した。そしてこのような知識人の一般的傾向の中で一人
ロマン・ロランの態度は例外的なものであったのだろう、彼はヨーロッパの精神的統一を
願い，大戦の勝敗なしの終結を望んだと言われている。各国の文化人も文筆家も，そして
労働者たちも，多くが戦前は反戦を唱えていた。しかしひと度宣戦が布告されると各国の
反戦運動は次々と戦争協力に変っていく'6)｡宣戦布告の熱狂が国家的,民族的立場を何より
優先させるのが歴史の常の道なのであろうが,中にはそのような常の道に唯,無定見に乗っ
て行った知識人もあったに違いない。しかしハーデイの場合，彼はその残っているメモ・
ノートの中で「愛国心は，もしそれが侵略的で他国に犠牲を強いるものなら悪徳であり，
もしそれが他国と調和一致するものなら美徳である」と書いている'7)｡彼の大戦への協力は
決して無定見な時流への追従ではなく，バルビュスの場合と同様，自国の正義への確信に
基づくものであった。
ドイツ軍国主義の不正を確信していたハーディは，しかし決して4nationalwar
hysteria''8)にくみすることはなかった。1915年に書かれた詩4ThePityoflt'はドイツ軍
国主義者の戦争責任に厳しい弾劾の言葉を浴びせているが，同時にウェセックス方言とド
イツ語の類似に驚き，英独両国民は血縁言語を用いる血縁民族なのだと述べる。この詩が
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発表されるや早速に多くの非難反論が起こり，ドイツ人と親戚呼ばわりされたことに対し
て作者を総攻撃したという'9)。第二次大戦中「打倒鬼畜米英」が日本人の国民的合言葉で
あったように，第一次大戦下の英国もまた「国を挙げての戦争ヒステリー」に陥っていた
のである。そして大戦末期1918年8月15日付書簡でハーデイは「愛国詩は書けなくなっ
ている,@theotherside'を見過ぎているので｡」と言う20)。「反対側」とは愛国主義のもつ
裏面，偏狭で自国の利益のみ優先するセクショナリズムとしての愛国心ということであろ
う。ハーディの愛国精神はそのような偏狭主義の否定から始まるものであった。
§3戦争と人間
1912年11月に最初の妻Fmmaが死亡し,1914年2月に長年秘書役を勤めていたFlor-
enceと73歳で再婚したハーデイは，その半年後に開戦を経験することになる。それまで
ドーセット州の片田舎でひたすら文筆生活にいそしんできたハーデイは，時代の大きなう
ねりの中に否応なく巻き込まれる。戦時下のイギリス国内にも，彼自身の生活の中にも，
以後大きな変化が起こっていく。この変化の中でハーデイはどのように考え，どのように
生きていったであろうか。戦時下の人間ハーデイの営みを本項で扱ってみたい。
英国参戦5日後の8月9日付書簡で彼はウエイマスに2万人，ドーチェスターに5千人
の部隊が駐屯して民家に分宿していることを報じ,更に8月19日付のものではドーチェス
ターに400人のドイツ人捕虜が収容されていることを伝え，一晩中探照燈が夜空を照らし
ていることを書く。また8月28日付のものでは海岸地帯の友人が巨大な璽壕掘りの勤労作
業に従事していることに触れる。時折のロンドンへの所用旅行も，灯火管制で街が暗いと
報じる書簡もある。ロンドンの街頭至る所でぞっとする戦争の痕跡に出食わすため，だん
だん行きたくなくなると書く書簡もあり，またツエペリン飛行船の襲来への不安をほのめ
かす書簡もある。開戦1年後の1915年8月14日には，戦争がすべてのことに影を投じて
いると書く2')。1年の間に次第に緊張が増し,不安の色が濃くなっていることがわかるのだ
が,当然物資的にも不自由になってきて,16年7月19日には石油統制の為に車で外出する
ことがずっと減ってきたと伝え，18年6月5日には翌日ドーチェスター地区の治安判事と
して戦時食料暴利業者の裁判に出席予定であることを報じる22)。戦況も含めて暗いニュー
スの多かった頃の15年5月28日付の夫人宛書簡で，マダム・タッソーの蝋人形館ではカ
イゼル像を,王室関係部門から恐怖の部屋へ移す予定だとユーモラスに伝える23)｡ハーデイ
はこのニュースを自らCgrimhumour'と呼んでいる力ざ，第二次大戦中ニミッツやマッカー
サーの絵を路上に画いて国民にそれを踏ませた我国の戦時下風景と思い合わせて，グリ
ム・ユーモアとは言い得て妙である。先に触れた「血縁言語の血縁民族」への抗議文殺到
についても，17年5月20日付書簡でハーデイは言及していて，「人々は奇妙にいら立った
気分にあるのだろう」と書いているが24)，いつの時代のどの戦争も，戦いが長期化してくる
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と一層，国民は戦争ヒステリーがつのってくる。18年9月3日の書簡は，ある人物がドー
セット海岸のスケッチの許可を求める際，警察への身元保証人としてハーデイの名前を
使ったことを伝えているカガ25),D.H・ロレンスが大戦中スパイの嫌疑を受け，コーンウオル
海岸からの退去を命じられたこと力叡思い出される26)。どれもこれもが戦時下の異常な状況
を物語るものである。
しかし戦時下はこの程度の異常状態だけで終ってはくれない。もっと重大で悲しい出来
事が起こってくる。15年11月17日付AlfredPope宛書簡で，同夫妻の子息が戦線で行方
不明になっているのを耳にしたとして，その身を案じ，両親の心痛に深く同情しており，
翌16年11月27日の赤十字関係者宛書簡では，ハーデイは行方不明者の調査を依頼し，そ
の母親が心痛の余り重病であると伝えているが，書簡集編纂者はこの不明者をPopeの子
息であろうと推定して，「後に死体は発見されなかったがその死亡が確認された」と付け加
えている27)。この種の悲劇が次第にハーデイの周辺に起こってくる。17年5月5日のSir
Henry夫妻宛書簡は，夫妻の一人息子に関する同様な消息調査の仲介をハーデイがおこ
なったことを示しており，またその無事帰還を願っているが，同年12月26日付のもので
は，その子息が結局戦死したことに対して，ハーデイは「マクベス」からの引用などして，
しみじみ心のこもった悔みを述べている28)。
戦争はこのように,むごい死と家族の深い悲しみをもたらす｡ボーア戦争の際すでにハー
デイは戦争のむごさや悲しさを詩に詠んでいた。w7"es'Lα〃g〃という副題の付いた
4TheGoingoftheBattery'では，海の向こうの戦いに今，出陣せんとする砲兵部隊を雨
の夜に見送る妻たちの悲しみが描かれるが，「名誉心も見逃がし避けるような恐ろしい危
険を，自ら招きはせぬようにとの，これが最後の願いを込めて，ひしと男に寄り添う私た
ち」という第4スタンザの一節は，「君死に給うことなかれ」を想起させるものであり，実
際最愛の肉親や家族を戦場に送り出す者の思いは，いつの世もこの一つに尽きるのであろ
う。同じくボー ア戦争を扱った作品!AWifeinLondon'もまた戦争の悲しみ，非情さを歌
う。霧のロンドンで妻に運ばれた知らせは夫が遠い南の国で死んだという公報。そしてそ
の翌日妻に夫の生前最後の手紙力:配達される。そこにはペンの筆跡も新しく，帰国の望み，
夏の日のピクニックの計画，それに二人して新しい愛を極めようという願いが書かれてい
る。驚いたことにハーデイのこの詩には妻の嘆きも感慨も何一つとして書き込まれていな
い。手紙一ぱいに書かれた未来の希望や計画そして期待が，結局微塵に砕かれるというこ
とで，妻の絶望と混乱とこの上ない悲嘆をそっくり裏返しに示そうというのであろう。ま
さに戦争のもつ残酷さ，痛ましさである。第一次大戦に関するものでも，大戦後に書かれ
た作品にGAftertheWar'という同様な詩力ざある。五年前一組の男女が戦死を覚悟に互い
に戦場へ送り送られたのに，運よく男が故国へ帰還すると，残って生きている筈の女が死
んでいる。男は絶望してここに神の笑いが潜んでいるのかと自問する。単に運命の皮肉と
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いうだけでなく，ここには五年間の戦争が二人の青春には余りに長過ぎたその悲しみがあ
る。死ぬ筈の者が生き残り，生きている筈の者が死んでいる逆転はあっても，これはまぎ
れもなく戦争のもたらした悲劇である。
世間一般だけでなく周辺の友人の間にも戦争の悲劇が忍び寄って来ると，一層ハーデイ
はそのような悲しみの原因が早くなくなることを願ったが，その願いが叶えられる前に
ハーデイ家にまで大きな悲劇が及んでくる。子供のなかったハーデイは，三人の弟妹も独
身であり，一家には次の世代のマックス・ケートの後継者という問題が常にあった。そし
て父方のまたいとこの子に当る遠縁の青年FrankGeorgeがそれに想定されたのは，伝記
類の記述は必ずしも一致していないが,開戦の前後であったのだろう29)｡フランクは三十代
半ばの，弁護士の道を歩んでいる有為の青年であったが，開戦と共に軍隊に志願する。15
年3月19日付軍関係者宛の書簡でハーデイは，本人が望んでいるとしてフランクをドー
セット連隊の士官任用に推薦してもらえないかと依頼していて，立派な人物であることを
口を極めて保証する30)｡推薦が効を奏したのか,彼は4月には少尉に任官しており，そして
8月22日Gallipoliの戦闘で戦死した｡その連絡が届いて2日後に当る9月1日の書簡で，
彼はフランクのことを(themostpromisingyoungrelativelhadintheworld'であった
と書き，同日別人への書簡では「もっとましな事の出来る人物だったのに，唯のむごたら
しい戦いで死ぬことになったのは無念の限り」と述べ，翌2日，また別人宛のものでは｢妻
も自分も深く彼を愛していたから，彼を失ったことで今後自分たちの生活は大きく影響さ
れることになるでしょう」と書いている31)｡次代の相続者として心積りした直後の当人の死
亡，しかも本人からの求めであったにせよ，配属変更と任官の為に自分が紹介の労を取っ
たことが，その死とかかわりないとは言い切れぬハーデイ的な皮肉な成り行き，－とも
あれハーデイは大戦中最大のショックと悲しみをこのとき受けたと思われる。15年9月と
いう戦死直後に書かれた詩@BeforeMarchingandAfter'はフランクを偲ぶ作品であり，
また18年11月11日休戦記念日にハーデイカ訂キャンタベリー寺院の礼拝式のラジオ放送
を聴きながら2分間の黙祷をしたとき，彼の胸に去来したものはフランクのことであった
と自伝は伝えている32)。
大戦中の戦死を扱った詩でハーデイ的ひねりを加えた!TheDeadandtheLivingOne'
という不気味な作品がある。死んだ女の新墓へ生きている女が訪れ，死んでくれて有難い
と感謝する。死んだ女が何故かと問うと，男が出征前に友人に語っているのを盗み聞きし
たが，帰還したら私を捨ててもう一方の女と結ばれたいと言っていた，あなたが死んだの
で自分は助かった，もう戻って来てもあなたを抱くことは出来なくなったからと言う。そ
して－
Awaysheturned,whenarosetohereye
Amartialphantomofgorydye,
ハーディと第一次大戦
Thatsaid,withathinandfar-offsigh:
@Osweetheart,neithershalllclaspyou!
Forthefoethisdayhaspiercedmethrough,
Andsentmetowheresheis.Adieu!-
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
Therewasacrybythewhite-floweredmound,
Therewasalaughfromunderground,
Therewasadeepergloomaround.
女が振り向くと，その目の前に立つは
真赤な血に染まった軍人姿の幽霊，
それがか細く遠いため息して言う，
おお，いとしの者，私はそなたを抱くこともない。
今日，敵のやいばに刺し貫かれ，
あの女のいる所へ送られたのだ。さらばだ。
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
白い花で飾られた土盛りの傍のおえつの声，
土の下からは笑い声，
あたり一面，一層深い暗がり。
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いかにも幻想的で不気味である｡有頂天になっていた生きている女が一転しておえつする。
そして死んだ女の笑い。まさに攻守所を入れ替える皮肉の早業である。それにしても最後
のスタンザの切れ味はすごい。暗がりの中に浮かぶ白い花はまさしく人の心のあざとさの
ビビッドなイメジである。皮肉のひねりの鮮やかさの為に悲惨さが薄れているきらいはあ
るが，しかしこれもまた戦争のもたらした悲劇に違いない○
暗い大戦中のハーデイの生活で一つ心暖まるエピソードがある。それは彼とドイツ人捕
虜との交流である。16年11月9日ハーデイはドーチェスターの捕虜収容所を慰問し'収容
者たちと心を通わせる｡帰宅後早速彼は自分の作品のドイツ語訳を収容所の図書館に贈る。
マックス．ケートの庭仕事に何人かの捕虜がやって来るようになる○彼は食物や薬品を与
え，心遣いと敬意を以って彼らを遇する。彼らは感謝し，故国の家族にそのことを書き送
る。するとドイツのその地方のイギリス人捕虜が受ける扱いがよくなったという33)。17年
3月4日付Henniker夫人宛書簡でハーデイは捕虜たちを「気立てのよい若者たちなので
す。このような若者が何千人も，宮廷や王朝の野心によって殺裁されることに憤りがこみ
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上げてきます｣と書いている34)。第二次大戦中捕虜を見て同情の言葉を口走ったとして，あ
る日本人女性が非難の集中を受けた事件が思い出されるが,一方でハーディ文学の人間愛，
民衆愛が，戦時ヒステリーの中でもこのように実地に発揮されたことはいかにもほほえま
しい。これもまた戦時下の人間ハーディの営みであった。
§4ハーディの戦争観
前項末尾で「宮廷・王朝の野心が殺裁の元兇」という書簡中の一節を引いた。書簡はそ
のあと「もし世界に専制君主国家がなくなりさえすれば，それこそ世界改善のチャンスな
のですが｣と続<34)｡｣Courts',{Dynasties',{monarchies'が平和を脅かす根元であるとハー
デイは考えたのであった。第一次大戦の百年前のナポレオン戦役を題材にしたTｿie
Dy"6zsたの終幕近<,Waterlooにてナポレオンの敗北がはっきりしたとき，歳月の精力罰言
フ。
A"dE"mMsz"07'Mydy"as地s""6e
T吻加se/"es加肋g〃0"gi〃加血zzんα"g""egわんノ（Ⅲ－7-8)
かくて欧州の虫喰いだらけの諸王朝は，またも
古き金ぴかを身にまとい，再び世界を目くらます。
ハーデイはこの詩劇で諸王朝の不和や名誉心，野心が戦争の原因となり，それの為に民衆
が塗炭の苦しみを味わうことを，民衆への同情の相で描いた。そして第一次大戦の渦中に
あっても，彼は戦争の惨禍の根元は専制君主制の政体にあると考える。1915年に書かれた
qInTimeofWarsandTumults'という詩の最後のスタンザは次のようになっている。
Brownmartialbrowsindyingthroeshavewanned
Despitehisabsence;heartsnofewerbeenbroke
ByEmpery'sinsatiatelustofpower.
誰が居ようと居まいと，兵士の日焼けた額は断末魔の
苦しみに青ざめただろう，悲嘆に暮れる者の数も減りは
しなかっただろう，帝国の飽〈なき権勢欲の為に。
そしてハーデイはこのドイ､ｿ帝国の支配階級の利害は一般国民の利害と無関係のところに
あると見なす35)｡民衆と離れた専制君主国家の一握りの上層階級が,己れの野心や欲望の為
に戦争の災禍をまき散らし，民衆がその犠牲を負うというのが，あるいは王や皇帝の無責
任さと廷臣や大臣の愚かさが兵士の不幸をもたらすというのが，ハーデイのナポレオン戦
役及び第一次大戦に関する戦争図式であった。（先にも見たようにボーア戦争については，
帝国主義的植民地主義がその原因だとして，彼は英国の大義名分に疑惑をかける詩をいく
つも書き，国内の一般的風潮に背を向けたのであった36)｡）
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大戦の原因についてこのように考えていたハーデイは，戦争そのものをどのようなイメ
ジで捉えていたのか。14年9月28日付のあるアメリカ人宛書簡で「御存知のように私は
平和主義の人間です。そして戦争は私にとり，どう考えても醜悪極まりないものです」と
書く37)。そのほか｢むごいもの｣，「世界逆行のもの｣，「大量殺裁｣，「いまわしくのろわしい
もの｣,「野蛮なヨー ロッパの大虐殺｣と,ハー デイの戦争の悪しきイメジには際限がない38)。
Z乃gDy"zs応Ⅲ部7幕8場で歳月の精は次のように言う。
Obse7'z)e"tα〃2"j上北s妙＃α"as"-co"@"α"J
mse"肋ese"""gs"0"[〃"e〃加叱”0"が
By"e"""α"g"ノU""c〃"gjV加噌〃〃"”"s
B"＃〃伽批加g"ess"e〃α獅堀肋2S向り"9
A"‘肋g〃α”〃肋g”eα虎α〃j加加彫"/'WE.
非情なる内在者により，今，悪魔の所業に
駆り立てられたるこれら集団が，一切の洞察力，
自己抑制を失いしを見よ。そこに残るは唯，
こなた強者には執念深さ，
かなた弱者には無力なる怒りのみ。
ハーデイはここで戦争への憎悪を込めながら，それの実態に鋭く迫っている。キリストの
十字架によって人類に与えられた筈の世界平和の原理は一体どうなったかと，痛切に叫ぶ
4AChristmasGhost-Story'という詩は，ボー ア戦争の最中1899年クリスマス・イー ブの
作品であるが,その25年後,1924年のクリスマスには,@Christmas:1924'という詩を書き，
{PEAcEuponearth!'wassaid.Wesingit,
Andpayamillionprieststobringit.
Aftertwothousandyearsofmass
We2vegotasfaraspoison-gas.
「地上に平和を」と言われた。我らはそれを歌い，
それをもたらすよう百万の僧に金を払う。
二千年にわたるミサのあと
我らはとうとう毒ガスまで手に入れた。
という悲痛なうめきを発する。もちろん大戦当時のむごたらしい殺裁が彼の脳裡にあって
の作品なのだろう。ハーデイは戦争の悲惨を嘆き,､訴え，いら立ち，遂にはキリスト教の
無力さに憤るのである。
毒ガスの詩もそうであるが，ハーデイは第一次大戦が過去の戦争と違う「近代戦」であ
ることを強く意識していた。15年2月初めの書簡で｢現代では兵員を，百万人を単位とし
て数える。然しブレンハイムでは五万二千で勝利し，ワーテルローでは七万人であった」
66 中村志郎
と書く39)｡近代戦が大規模であれば損害犠牲も増大する｡更に科学の進歩は異様な兵器や大
量殺人の機械を生み出す。飛行機が飛び，タンクが走り，潜水艦が出没する。機関銃力罫う
なり，大砲は口径を広げ，着弾距離を伸ばし，精度を高める。そして遂には毒ガスまで登
場する。これが第一次大戦であった。17年11月25日の書簡でハーデイは「今度の戦争の
機械仕立てのむごたらしさは，我々 を概して憤然とさせるよりは‘|栗然とさせる」と言う40)。
18年6月20日の書簡では昔の刑罰の残酷さに言及したあと，このような個々の残酷刑も
結局，現今の何十万人という冷酷な科学的殺裁に比べれば，それほど極悪非道というわけ
ではない｣と書く4')。そして近代戦の大量殺裁に怖気をふるう余り，彼はここで昔の戦争へ
の奇妙なノスタルジヤを見せる。例えば一列横隊になって太鼓を打ち鳴らしながらザクザ
クと歩調を取って，待ち構える敵陣の銃口の前に進んでいくような，人間の雄々しさをな
つかしむ。1915年に書かれた!ThenandNow'では，昔は騎士道精神で名誉が何より重ん
じられ，卑怯，裏切りは何より恥とされたと言ったあと，
Butnow,behold,what
Iswarfarewhereinhonourisnot!
Ramalaments
Itsdeadinnocents:
Herodbreathes:$Slyslaughter
Shallrule!Letus,bymodesoncecalledaccurst,
Overhead,underwater,
Stabfirst.'
しかし今，見るがいい，名誉心など
一かけらもない戦争とは，一体どんなものか。
ラーマの地に嘆きの声満ちて
死せるその無心の子らを悼むとき，
ヘロデ王はささやく，「狡猪な殺裁こそが
第一番。昔はけしからんとされたやり方で，
頭の上でも，水の下でも，
相手より先に突き刺してしまえ」と。
近代戦の大量殺人や手段を選ばぬむごたらしさを恐れる余り，昔の戦争にノスタルジック
な思いすら見せたハーデイは，しかし科学的近代戦以外の戦争なら是認していたというわ
けでは勿論ない。大戦の起こる3年前，1911年6月26日付Galsworthy宛書簡で彼は，
ゴールズワージィの戦争への航空機利用反対の運動に対して，近代的な機械化戦争であろ
うとなかろうと，20世紀に，武力をして理非を質す論拠と考えることがあれば，それこそ
狂気の沙汰だと思うと書いているのである42)。
第一次大戦が勃発したとき，人間のこの大きな愚行の繰り返しを嘆き,Thepy"zzsだ終
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幕の書き方を後悔したハーデイであったが，大戦が長期化すると戦争の恐ろしさが一段と
強く実感され，とりわけ近代戦のむごたらしい大量虐殺が彼の心を日増しに暗くした。彼
の書簡類もこの間次第に憂欝さ，陰欝さを増してくる。そして大戦が終ったあとも本当に
心が晴れることはなかった。18年2月2日の書簡は，世界中が疲れ切ってこの戦争が終っ
ても，やがてそう遠くない時期に新しい戦争が起こる可能性のあることを恐れているし，
19年5月7日の書簡でも「将来，戦争が再び始まるのをどのように防止することが出来る
のか，とても私にはわかりません」と書<43)｡HaroldOrelはハー デイが第二次大戦の必至
であることを予見していたとして，1927年に書かれ翌28年9月ハーデイの死後発表され
た詩@HeresolvestoSayNoMore'に注目している力ざ44)9同じく彼の死後発表されたqWe
AreGettingtotheEnd'では，国家の狂気が悪魔の力によって駆り立てられて，またもや
戦争の悲惨を繰り返しそうであることに愛想を尽かしたかの如く，彼は次のように言う。
WEaregettingtotheendofvisioning
Theimpossiblewithinthisuniverse,
Suchasthatbetterwhilesmayfollowworse,
Andthatourracemaymendbyreasoning.
この宇宙の中の不可能なことに
我々はもう幻想をもたなくなっている，
よりよき時代が悪しき時代のあとに来るとか，
人類が理性をもって改善するかもしれぬとか。
1907年彼の文学の総決算とも言うべき叙事詩劇で，内在意志の漸次覚醒の兆しのほの見え
ることを歌い上げたハーデイは,第一次大戦という全ヨーロッパの狂気と憎悪を経験して，
もう夢にも幻想にもだまされないぞと言っているのである。第一次大戦はハーディの戦争
観を，そして世界観までも変改したのであった。
§5戦争と平和
1918年11月11日休戦記念日を迎えたハーデイを「ほっとはしたが，先行きを楽観して
いたわけではなかった」($withreliefbutnotwithmuchoptimism')とMillgateは言っ
ている45)。4年を越えるヨー ロッパの悲劇がともかくも終結したのに，「自伝｣TWeL""
T流0""zsHMyには,Millgateも気付いているようにArmisticeに関する言及はない。の
みならずこの前後の書簡にも休戦についての直接的なコメントは見当たらない。これは奇
妙なことで,文明国同士の長い殺し合いに心からうんざりし,愛想を尽かしていたハーディ
の，意識的な無視のあらわれかもしれない。真に世界の平和を念願しての休戦でなく，単
に勝敗が決したが故の，怨念のくすぶる休戦であれば，休戦が宣せられたその日から，ま
た新しい戦争の芽が育ち始めていることを，ハーデイは十分に知っていたのであろう。
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翌1919年6月28日に締結されたベルサイユ条約に対しても，ハーデイは懐疑的であっ
た。6月8日の書簡で「特別な知識があるわけではないのではっきり説明は出来ないが，
今度の条約に自分は不安なしとはしない」と書く46)。6月29日付書簡では「今度の講和は
私にとり，とても満足出来るようなものではありません。無知が知性を支配し，我々を再
び暗黒時代に追い込む時がやがて来るのが私には見えるのです｣と書く47)｡この無知が支配
する暗黒時代とは，専制君主や独裁者の下の軍国主義の時代ということであろう。20年後
の第二次大戦をハーデイはここではっきり予測しているのである。単に勝者が敗者に賠償
を迫るに過ぎない講和条約の先行きを，彼は明確に見通していたのであった。
1920年1月成立したウィルソン米大統領主唱による国際連盟にも，ハーデイは期待をか
けていなかった。すでに18年9月8日の書簡で,来たるべき戦後の平和維持に関する作家
集団の提案に対し，ハーデイは「どんな形の相互連盟(MutualLeague)が出来ても，果
して各国がそれぞれやりたいようにやるのを慎むようになるでしょうか」と書く48)。18年
9月と言えば休戦前で，この時期にすでに国際連盟的なものの私的提案がなされていたこ
とがわかる力：，ハーデイがもうこの段階でそれに懐疑的な態度を示しているのである。こ
うなると彼の政治的信条というより，前項で触れたが，大戦を契機として強まった彼の政
治不信，人間不信に基づくものの感が強い。20年6月2日80歳の誕生日に,(Birthday
notes'としてハー デイは!theyoungfeebleLeagueofNations'では，文明の完全破壊を
防止するのに何とも心もとないという意味のことを書いている49)。
このような不信感や懐疑主義は，ハーデイのよく言われるペシミズムに発するものなの
であろうか。単に彼がペシミステックに，世界に絶望していたということなのであろうか。
結局彼の言いたかったのは，各国がそれぞれ自分の都合を専らに考えな力ざら，いくら条約
を作ってみても，どんな国際機関をこしらえてみても，そのようなものに期待をかけるこ
とは出来ないということであろう。自国の利害が何より優先するような国際関係に，どう
して平和を生み出す力があろうかというのであろう。そしてそれに対して，国家間には駆
け引きではなく，哲学が必要であるとハーデイは考えたのである。その世界を救済する為
の哲学とは一体何であったのか。
1899年ボーア戦争中に書かれた詩の一つに!Departure'がある。南の海へ船出していく
兵士たちを見送るこの詩の最後の一節は，
Whenshallthesanersofterpolities
Whereofwedream,haveswayineachproudland
Andpatriotism,grownGodlike,scorntostand
Bondslavetorealms,butcircleearthandseas？
吾人の夢想せる正気にして柔軟なる政体の，
高慢の国に勢い得るはいつの日ぞ，
ハーディと第一次大戦
愛国心の神の如くなり，自国の垣に囚わるるを
侮蔑し，大地も海原も包括するはいつの日ぞ。
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政治が理性で動き，愛国心力寸偏狭の垣根を越えて全人類に及ぶことを願望するという，極
めて次元の高い理想をハー デイはここで掲げているのである。J.O.Baileyも「ハー ディ
の戦争に対する生涯の抗議と，国際主義という彼の救済策の精髄がこの詩に述べられてい
る」と言う50)。17年2月8日の書簡で「愛国的感情が以前の狭い意味（今でもドイツ国粋
貴族や好戦的愛国主義者に是認されているもの）から解放されて，地球全体に拡大される
までは，平和の為にどんな有効な手だてもなされないでしょう」と書く51)。23年4月20日
付Galsworthy宛書簡では「国際的な考え方の交換が世界の唯一可能な救済策です。私が
@Departure'で愛国心は領土に抱束されずに地球全体をめぐるものであって欲しいと書い
たとき，期待は全くしていなかったのですが，しかし今でもそのような気持こそが広く行
きわたるべきものなのだという考えは変っていません｣と書<52)｡!internatiOnaliSm'と
言ってもそれが単に国際間の駆け引きやギブ．アンド・テイクに終始する外交的手練手管
の言い換えでは仕方がない。休戦交渉も平和条約も国際連盟も結局そのようなものである
と見て取ったとき，ハーデイの外交政治への懐疑が始まる。そしてそれに対する彼の救済
策は国家の垣根を取り払うという破天荒な提案であり，それによって混迷の現実を突き抜
けることを求める高い次元の理想であった。
H.Orelが言うように，国際紛争解決の手段としての戦争へのハー デイの反対は，彼の長
い生涯を通じてほとんど変化することがなかった53)｡!Departure'を書いた14年後の1913
年，大戦勃発の前年に作られた@HisCountry'という詩がある。その最後のスタンザは，
Iaskedme:@Whomhaveltofight,
Andwhomhaveltodare,
Andwhomtoweaken,Crush,andblight？
Mycountryseemstohavekeptinsight
Onmywayeverywhere.'
私は自問した，－誰と戦えばよいのか，
誰にいどめばよいのか，
誰を弱らせ，押しつぶし，枯れ朽ちさすべきなのか。
我が国土は，私力ざ何処へ行っても
終ることなく見えていたようだと。
ここでも国家という垣根が諸悪の根元だとされている。結局は同じ人間同士が，この人為
的な垣根によって隔てられるとき，素朴自然な人間的感情の交歓が阻害され，エゴや利害
が衝突し，そこに争いが起きる。本来人類に国境などなかったではないかと彼は考える。
いわば世界連邦主義とも言うべき彼の考え方がこの詩にはっきり打ち出されている。何処
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まで行っても国を隔てる境はなく，人を隔てる差異を見つけることも出来ないのである。
世界至る所が自分の国だと全人類が互いに考えるようになれたとき,怨みも憎しみも消え，
そしてこの地球から戦争という言葉が消滅するのではないかと彼は訴えるのである。ハー
ディとJohnDonneの類似点を数え上げたEvelynHardyは,Donneの「どのような人間
も，自分だけで全き無欠の島ではない」という言葉とハーデイの考え方との共通性を指摘
し，両者がそれぞれ時代に先行して，人類全体を一箇の法人団体(onecorporatebody)
と見なす必要性を強く意識していたと,面白い言い方をしているが54),世界法人団体と呼ぼ
うと世界連邦主義と名付けようと，問題は各国が自国の優利を引き出すための策略や駆け
引きを放棄して，国家という垣根を取り払った世界同朋意識を互いに持ち合うための精神
変革をなしうるかどうかである。更にその精神変革を支える平和の哲学に目覚めることが
出来るかどうかである。そしてこの平和の哲学，平和の為の根本原理をハーデイはどのよ
うに考えていたのであろうか。次項で扱い，それを以って本小論の結論としたい。
§6むすびに
ハーデイは大戦勃発に強い衝撃を受け失望を感じた。しかしドイツ専制君主制下の軍国
主義に戦争責任があると確信したが故に彼は愛国的詩を書き，彼なりの戦争協力もした。
しかしながらいつ果てるともない戦争の成り行きに彼は不安を感じ，更に身内の有為の青
隼の戦死をはじめ知人の間に次々起きる戦争犠牲に深い悲しみと，時には激しい憤りを感
じて，彼の戦時中は次第に暗く憂欝なものになる。大戦の原因は専制君主の野心や無責任
にあるとしても，現実にその渦中に入れば，戦争の惨禍や悲惨な犠牲者の運命に心が向け
られ，とりわけ近代戦の大量虐殺に怖気をふるう。ようやくくたびれ果てた挙句の休戦，
講和，国際連盟の成立という一連の世界の動きの中にハーデイが見出したものは，単なる
国家エゴに過ぎなかった。愛国の名を借りた国家的セクショナリズム，他国の犠牲の上に
自国の利益を図ろうとする画策に過ぎなかった。そしてこのような国家的エゴ，国の垣根
を乗り越えた世界協同体の意識が，今こそ必要なのだとハーデイは考える。それがなけれ
ば平和というも唯，絵に画いた餅に過ぎぬという彼の年来の考えはここで一層強まるので
あった。
この国家エゴを超える人間の意識革命力§なされるには，更に根幹における精神の変革が
必要であり，その変革を支える根本原理，平和の為の哲学が必要である。それは一体何な
のか。しばしばペシミステックと言われ，宿命論者と呼ばれたハーデイは，人間にそのよ
うな精神の変革や哲学の発見が可能だと考えていたのであろうか。19年6月5日Henni-
ker夫人宛の書簡で彼は次のように書く。
残念ながら一層明らかなことは，世界がますます悪くなっていくことです。発達は
皆，物質的，科学的なもので，我々のそういった知識が増大しても，博愛的，改善
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的目的に利用されることはほとんどありません｡今の人間はローマ時代の人間より，
相手が人であれ動物であれ，同じ生を享けた者に対して，一層無慈悲になっている
と思われる位です。だからキリスト教は敗北を認め，もう参ったと言って，別の宗
教に席を譲ればいいのです55)。
まじめなchurch-goerであり，教会の雰囲気をこよなく愛したハーデイは，しかし世界改
善の為にキリスト教を期待しても無駄だと言うのである。また同様に，先にも触れた
6Christmas:1924'のような詩を書いて，キリスト教の平和に対する無力さに悲痛の声を上
げたのであった。一方18年9月8日の書簡で彼は「世間で言うようなペシミストでなく
ミーリオリストとして，私は人間の自衛本能と,目下は曇らされている行きつく土壇場で
の良識とが，予想される惨禍の発生を妨げるのでないかと思います｣と書く56)。しかし自衛
本能といい土壇場の良識といい，何か愛想尽かしの突っ放したような言い方で，確かに最
後にそれしか頼るものがないような状態になってしまったとき，すがりつかねばならぬも
のかもしれないが，それは人間が常時求め期待するものではないだろう。ハーデイが希求
する平和の為の根本原理はこの種のものではあり得ない。キリスト教に期待するのでもな
く，本能良識に頼るのでもない，一体どのような精神の変革，平和の哲学をハーデイは考
えていたのか。
1917年11月に発表された!OftenWhenWarring'という詩がある。
OFTENwhenwarringforhewistnotwhat,
Anenemy-soldier,passingbyoneweak,
Hastenderedwater,wipedtheburningcheek,
Andcooledthelipssoblackandclammedandhot;
Thengonehisway,andmaybequiteforgot
Thedeedofgraceamidtheroarandreek;
Yetlargervisionthanloudarmsbespeak
Hetherehasreached,althoughhehasknownitnot
Fornaturalmindsight,triumphingintheact
Overthethroesofartificialrage,
Hasthuswisemuffledvictory'spealofpride,
Rendedtoribandspolicy'sspeciouspage
Thatdealsbutwithevasion,code,andpact,
Andwar'sapologywhollystultified.
自分の知らぬことのために戦っているときによく，
敵兵が弱っている兵士のそばを通って，
水をくれ，燃えるように熱いほほを拭いてくれ，
黒ずみ，よごれて，熱をもった唇を冷やしてくれ，
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それから立ち去って，そして轟音と砲煙の中で，
大慈大悲の振舞をすっかり忘れたことかもしれぬ。
しかし轟く矢玉の語るよりもっと広い視野に
その戦場で彼は達したのだ，自分で気付かぬうちに。
何故なら自然なる心の視野は，その営みにおいて
人工の怒りの激情にたちまさり，
かくて誇らしき勝利の鐘の響きを包みこみ，
言いのがれ，法典，条約ばかりを楯にとる
もっともらしい政策文書を千切り捨て，
戦争の言いわけを全く無意味と化したのだ。
帝王の野心や為政者の無責任に怒り憤り絶望したハーデイは，しかし素朴な民衆の善意と
やさしさへの信頼を失っていたわけではなかった。名もない兵士たちの間の敵味方を問う
ことのないやさしさ，相手への，苦しんでいる者へのいたわり，ヒューマニステックな民
衆のいつくしみの心，これこそハー ディのあの{loving-kindness'なのであり，このような
民衆の心情の発動を彼は信じ期待していたのであった。@loving-kindness'一例えば聖書
詩篇25－6で使われているこの仁慈(いつくしみ)という語は，実はハーデイ文学のキー・
ワードであった。数多くの長篇短篇の小説や詩の中で，またTWDjﾉ"as応の終幕で，彼は
この語を繰り返した。そして彼の文学全体に底流するものは外ならぬこのいつくしみ，や
さしさの精神であった。TWeDy"as"II部4幕5場，スペイン戦線で英仏両軍が互いの殺
裁に疲れ果てて，しばし戦闘の途絶えが訪れる。憐‘閥の精がその情景を語る。
W〃αオ伽1see6〃伽湾飢娩"6""g6α"ぬ
"℃加肋gsg加加北〃osisdと〃"g〃"〃
肋加加gly"gg〃わ"α九2s"e1"が""gS加α加
Z肋＃加焔肋e〃g"""s,α"dα""肋Zg"27'e/
T流砂配/加gmSpi"g加"ぬacmss"e""
艶α""g肋g〃”"g"essasgαγ〃ss伽"γ"gだ.－
W吻鋭”0〃CO"〃’ん""e"ry"essq/"e＃"gs
T肋"s"c〃""s""なα〆彪0"s""加加加2Sﾉ
私に見えるものは唯,この敵意をもった両軍から
渇きあえいだ兵士達が，彼らの恨みを隔てる
さざめ〈小川に向かって，せめてもの望みで
一列に降り来たり，そこで水を飲んでいる情景。
やがて彼らは流れ越しに手を握り合い，
同じこの世のうつせみの身の上に思いをこらす。
このような巧まざる哀しき無言劇ほど
時代のゆがみを如実に語るものはない。
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この影絵のような場面でも民衆のやさしさ，いたわりの心力:感動的に描かれているが，ま
ぎれもなくこれもまたハー ディのGloving-kindness'である。そしてこのlIoving-kindness'
こそｶ叡，彼の文学のキー・ワードであるだけでなく,彼の平和の為の根本原理であるに違
いない。何故なら互いにいつくしむ心がなければ，国の垣根を超えて人々が心から手を握
り合うことなど，とてもかなわぬであろうから。
「自伝」の原稿の中で活字にならなかった部分に，ある日本人への返信書簡の写しがあ
る。日付は1907年8月13日で衆議院副議長MrK.Minoura宛になっており，後の憲政
会の長老箕浦勝人のことと思われるが，内容は日本と日本国民についての意見を求められ
たのに対するハーデイの返答である。「私は明確な意見を述べることは出来ません。私には
唯,希望を述べることが出来るばかりで，それは貴国がヨーロッパ諸国やアメリカの様に，
すり切れた因習に隠れた物質的野心に夢中になることなく，啓発された精神性豊かな国家
に発展し，その輝かしい模範となられるようにということです｣と書いている57)。ここでも
国家間の物質的野心や自国本位の駆け引きに代わる精神性(spirituality)の必要が強調さ
れているが，もしも国家が，そして国家の指導者，為政者がこの精神性に目覚めて，己が
精神の変革を図り，民衆の中に深く息づいているlloving-kindness'を政治の為，平和の為
の根本原理として自ら体得するならば，愛国の美名に隠れた各国間のエゴのぶつかりが解
消し，国家の垣根力罫除去され，やがて真の恒久平和が招来されると，ハーデイは信じてい
たのであろう。
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